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本研究は、現在の大学においてパソコンとビ
デオとが並存しているために、メディアおよび
表示装置の二重化が要求されている授業スタイ
ルおよびコンテンツを、解像度的に有利なHD
（High-Definition：ハイビジョン）規格を利用
してひとつのフォーマットに統合しようとする
試みである。しかし放送用HD規格はコスト的
に極めて高価であるため、本研究では家庭用の
HDシステムとして策定されたHDVフォーマ
ットを使い、コストパフォーマンスバランス的
に優位であるとともに実用性および拡張性の高
いAV視聴覚システムの構築を目指した。まだ
認知度的には低いHDVであるが、解像度的に
パソコンと放送の統合が可能な規格として、今
後は急速に家庭や教育分野にも浸透すると予想
され、本学の先進的取り組みが評価されるよう
になると考えている。
１．HDV規格について
1.1. HDと SDとの違い
HD（High Definition）と SD（Standard
 
Definition）とは、その解像度において８倍近く
の差（約270万画素と約35万画素）があり、圧倒
的な情報量の違いが存在する。しかしHD規格
は本来的には放送用であり、教育分野に導入す
るにはコスト的に無理がある。また教育環境で
利用されているパソコンおよびネットワークで
は、フルHD解像度のデータを扱えるほどの性
能および回線速度に達していないという課題も
ある。（注１）
SDはいわゆる一般のテレビ放送仕様であり、
VHSビデオから DVD、そして家庭用 DVビデ
オに至るまで利用されている。現在は理論走査
線数からの呼称である525もしくは実質走査線
数の480を用い、60フィールドインタレース（飛
び越し走査）であることを意味する「525/60i」
または「480/60i」と呼ばれる。公称解像度は
640×480ドットだが、インタレースであること
から実際の解像度は60%程度落ちる水準となっ
ている。大学におけるビデオ信号は SDを基準
とし、コンポジット信号でプロジェクターから
投影するためさらに画質は劣化する。（注２）
1.2. HDとHDVとの違い
HDは「フルハイビジョン」と呼ばれることも
あり、それは再生装置が必ずしもHD解像度に
対応していなくても「HD対応」と称している現
実があるからである。通常のHD対応テレビは
1280～1360×768ドット程度であり、せっかくの
HD解像度の放送であってもそれをフルに再現
することはできない。フルハイビジョン信号を
Dot by Dotで再生できるテレビを「フルHD対
応」と呼ぶメーカーがあるのはそのためである。
こうした状況で登場したのが、ハイビジョン並
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みの解像度を持ちながら、HDに比べて圧倒的
にローコストで記録・再生可能なHDV規格で
ある。
HDV規格は2003年に制定されたもので、有
効走査線数1080本のインタレースである「HDV
1080i」と、720本のプログレッシブ（順次走査）
である「HDV720p」の２種類が定義されてい
る。HDV1080i方式は、1440×1080ドットで秒
60/50フィールド（NTSC/PAL）のインタレー
ス映像を圧縮記録し、HDV720p方式は、1280×
720ドットで60フレーム/秒で記録する。720Pは
解像度が1080iに比べて低いが、60フレーム/秒
のプログレッシブ方式のためチラツキが少なく
情報量もこちらの方が多い。しかし、家庭用 DV
では60フレーム記録することは想定してないの
で、どちらを選んでも記録する実際のフレーム
レートは30フレーム/秒となる。
1.3. HDVとRGBとの違い
HDV規格で注目すべきは、720Pというプロ
グレッシブ記録を可能としている点である。パ
ソコンはテレビと異なり、ビデオメモリによる
全画面表示であるため、プログレッシブ記録と
の相性が非常に良い。2003年時点ではパソコン
のディスプレイ自体がXGAレベルであったこ
ともあり、当初は720/60PのHDV仕様が最適
であると考えられた。しかし視聴覚教室として
活用する場合には可能な限り高い解像度が望ま
しく、e-Learningとの併用を目指す意味でもレ
イアウト的な自由度の高い1440×1080ドットを
採用するべきだと考え、対応する製品が登場す
るのを待つことにした。
そのうち大学でのパソコンのディスプレイ解像
度が SXGAとなり、さらに市場にはWSXGA
と言われる1440×1024ドットが登場するように
なった。同時にこれに応えるように、業務用
HDVビデオカメラでも1080i対応が登場して
きた。またビデオにおいて映画フィルムのよう
な画質と動きを再現するために、30フレーム記
録（60フィールドのうち偶数と奇数を同じフレ
ームから取り出す）にも対応し、ノンリニア編
集ソフトの側でもこれをキャプチャして1080/
30Pとして保存可能となり、パソコンとの相性
でも問題がなくなるという嬉しい現象も起きて
いる。（注３）
２．HDVファイルのハンドリング
2.1. HDVファイルの作成
HDVカメラは、現時点では1080iと720Pが
完全に並立している。これはすでに述べたよう
に、視聴システムがディスプレイレベルで
1380×768程度がハイビジョン対応とされ、投射
型（プロジェクション方式）においては1240×
768が主流を占めている現状では、1080iと720P
との画質の識別が困難であるという理由が大き
いと思われる。本学では後述するように、HDV
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システムのメリットを最大限生かすことのでき
るよう、各教場に1920×1080ドットのいわゆる
「フルHD」解像度の液晶ディスプレイを導入
し、HDVのメリットを最大限享受できるよう
にしている。その結果垂直解像度の差が静止画
像において明白となるという視点から、本学で
は1080iを標準として採用することにした。
昨年来、1080iの家庭用ビデオカメラが SONY
や CANONから積極的に発表されていること
に加え、次節で述べるようにノンリニア編集シ
ステムにおいても CPUパワーの向上から
HDVファイルの読み込み・書き出しがストレ
スなく可能となり、HDVの知名度は急速に広
まりつつある。さらに現在、映像業界では低コ
ストのHDシステムもしくはサブシステムと
してHDVを活用する動きが高まっており、
1080/60iばかりでなく、HDV規格におけるフ
ィルム感覚利用の究極とも言うべき1080/24P
までも一般的となると思われる。
2.2. HDVファイルの編集
HDVのテープ記録形式であるMpeg2-TS
（Transport Stream）は25Mbpsで記録するた
め、IEEE1394転送（100Mbps）を利用すればパ
ソコンに取り込むことは困難ではない。問題は
MPEG2で記録されたファイルをそのままキャ
プチャしても、フレーム単位での編集は不可能
であることである。そのため、多くのノンリニ
ア編集ソフトではHDVのデータストリームを
キャプチャ時にMPEGから非圧縮形式に戻し、
それを再度フレーム編集可能な独自の圧縮形式
に変換するという手続きを取っている。このフ
ァイル形式は独自であるため、ノンリニア編集
ソフトによって画質が異なる現象が起きる原因
となっている。
プロフェッショナル映像・音楽市場で一般的
なMacintoshにおいてHDVに対応するのは、
Final Cut Pro（FCP）のHD仕様だが、残念な
がらHD編集用の圧縮ファイルは画質が悪く、
リアルタイム再生性能も良くない。Premiere
は当時HD対応でなかったため、本学が従来か
ら採用しているカノープス社の新ソフト
EDIUSをテストしたところ、HQと呼ばれる
HDV用フレーム圧縮画質は非常に良好で、マ
スタモニタ上ではオリジナルとの判別が不可能
であった（下図は、EDIUSのプロジェクト設定
画面。HDV1080の多様なフレームレートに対応
しているのがわかる）。本学ではHDVをパソコ
ンと併用するためには、ノンリニア編集ソフト
上でパソコンの信号を合成する方法が最適であ
ると考えていたため、フレーム単位で編集可能
で1080/30Pに対応している EDIUSはこの点
でも有利であった。
本学において授業録画システムはまだ720×
480ドットで撮影・蓄積しているが、教室および
図書館などで閲覧するパソコンの解像度は
1260×768ドットのWXGAもしくは1240×
1024ドットの SXGAであるため、編集ソフト上
でコンテンツを作成する場合には余裕がある。
後述するように、現在 ITキャンパス構想で各
教室の視聴覚設備を大きく変更しており、
1920×1080ドットのフルHD対応ディスプレ
イをベースにパソコンとビデオの解像度の統合
を目指している。この環境を最大限活用するに
はHDV解像度へのミックスダウンもしくはコ
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ンテンツ作成をどの段階で行うかがポイントに
なる。
2.3. HDVファイルの保存と配信
編集処理の終了したHDVファイルは、大学
内のサーバーに蓄積され学内の任意の場所で閲
覧可能にすることが理想であるが、EDIUSの
HQファイルは独自圧縮形式であるため CPU
パワーの条件も高く、閲覧用のファイルには適
していない。現時点で最もハンドリングしやす
いのはWindows Media Video HDの720/30P
仕様だが、転送レートが5Mbpsでオンデマンド
配信する条件の限界であることと、再生するた
めの CPUパワーがそれでも大学の基準からす
るとまだ高い。個人的にはH.264-AVCの普及
を待つつもりであり、当面はHQファイルを
Mpeg2-TSに書き戻しテープで保存する手段
を取らざるを得ない。
現在の時点で、授業で実際に利用する必要の
あるファイルは、外付けのHDDにWMV-HD
の720Pで保存し、それを授業ごとに教室に設置
してあるパソコンに IEEE1394で接続しダイレ
クトに再生、フルHDパネルで表示するという
方法を推奨している。転送レートが5Mbpsであ
るからUSB2.0接続も可能であり、もちろんパ
ケットライトで記録すれば DVD±Rディスク
経由での再生もできる。フルHDパネルが設置
されている教室には CPU性能の高いパソコン
が用意されているので、こうした活用は難しく
ないものの、近い将来に予定されているシンク
ライアント化や e-Learningにおいては、現在
の手法では対応が難しいと思われる。
３．本学のメディア状況
3.1. 授業録画システム
授業内容を大学独自のコンテンツとして活用
しようという動きは全国的な広がりを見せてお
り、これを総称して E-learningとみなすのが一
般的である。その理由としては、データ化した
授業コンテンツを「大学における履修学生以外
にも配信し、単位認定の一助とする」ことが中
心となる。しかしながら、対面授業を特色とす
る大学教育において、非対面形式による単位認
定制度を導入することは、大学教育システムそ
のものへの疑義を内包する可能性があり、早計
に判断すべきものではないと考える。こうした
システムは、大学ならではの独自性を自ら放棄
するものへとなりかねないからである。
とはいえ、大学における授業内容を別の媒体
で記録しコンテンツとして蓄積することは、授
業理解の一助として一定の有効性を持つことも
事実である。学生の授業評価においても、理由
があって欠席した授業内容を知りたいという希
望は高く、そのために授業録画を利用できない
かと考えるのは当然の帰結である。本学では、
授業録画のために別途撮影・編集するという手
間をかけるのではなく、どのようなスタイル授
業でも学生の授業理解の一助となりえるように、
黒板を含む全体をひとつの映像として授業自体
をそのまま録画する方式を採用している。（注
４）
3.2. 図書館ODVシステム
録画した授業コンテンツを閲覧する場所とし
てどこが適当かに関しては意見が分かれるとこ
ろであるが、本学では図書館を学園的にも地域
的にも「知の中心」とする基本認識が存在し、
これを踏まえて検討した場合に必然的に図書館
内の「自習スペース」への設置が相応しいとい
う結論になる。実際には図書館内の既存の自習
スペースは図書館の蔵書を活用する目的である
のでそのままにしておき、新たに授業録画を閲
覧できるコーナーを設けることにした（右図）。
このシステムが図書館に設置されたのはあく
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までも初期導入のメンテナンス性などを考慮し
ての結果であり、最終的には学内の任意の場所
からアクセス可能なユビキタス環境を目指して
いる。そのためサーバーと各端末とはネットワ
ーク経由で映像配信するスキームにこだわり、
各教室で撮影された映像はその場でMpegエ
ンコード（4Mbps）され、ネットワークで大学
館のサーバーに蓄積され、それを図書館のパソ
コン端末がアクセスし DVD再生ソフトで再生
するという仕組みにした。これにより、図書館
の映画 DVDディスク（これも DVDチェンジ
ャーからの出力をMpeg2変換している）へのオ
ンデマンドアクセスと完全にシームレスな同期
が可能となり、全学的ユビキタス環境の実現に
近づいたと言える。
3.3. 自前教科書
本学では４年前から本学における講義専用に
書き起こした教科書を「自前教科書」と名付け、
昨年度から無償で履修学生に配布することにし
た。授業内容に沿った教科書の作成は授業理解
度の向上と学生満足度の達成には不可欠である
という視点から、シラバスとの同期を前提（完
全に同期している訳ではない）とし、定期的に
更新（現時点では３年毎）する担当教員による
書き起こし原稿をダイレクト印刷している。製
本するため最低60頁以上、Ａ４版単色印刷で最
低部数は100部である。2006年４月現在の発行教
科数は63冊となっている（下図はその一部）。
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また上記に述べた各手法は、文部科学省の主
催する「特色ある教育支援プログラム（通称：
特色 GP）」においても高く評価され、2006年度
特色 GPに本学が選定される理由ともなってい
る。これらは各要素的には本学独自とは言い難
いが、統合的に運用することで有機的な連携を
生むことになり、特に授業録画システムとの併
用は履修学生の理解度向上と自習教材としての
活用可能性から見て、極めて大きな効果がある
と考えられる。本学ではこのように、各種取り
組みの有機的結合による教育効果の改善が見ら
れる点に他大学との大きな違いが存在する。
3.4. ネットワーク環境
大学におけるネットワーク環境は、LAN回
線が整備されているかがポイントになることが
多いが、本学ではそのレベルに留まらずビデオ
信号と通信回線との統合という視点から、ギガ
ビット以上の転送を実現できる光ファイバー回
線の設置を積極的に進めている。短大館、図書
館、大学館など建物間はすべて複数回線（マル
チモード）の光ファイバーで接続し、建物の各
階にギガビットルータを設置、そこから100
Mbpsの Ethernet（ケーブルは CAT6）で各教
室へ配線している。すでに PCの LANボード
は1000Mbpsへの対応が進んでいるので、近い
将来にはギガビット対応ハブを全面的に導入す
る予定である。
授業録画データベースでは、各教室から
Mpeg2にエンコードされた録画データがパラ
レルにサーバーへ転送されるため、ギガビット
スケールが不可欠になる。また格納用のHDD
は大学館２階のサーバーに設置した7TBの
SASハードディスクを使用しているが、そこか
ら図書館までは光配線により最大10GBbpsを
実現している。これらの利用実績により、HDV
解像度の信号は4Mbps程度ならストレスなく
利用可能であり、WMV-HDの5Mbps以下を
実現できるH.264AVCなどの圧縮データなら
導入できる見通しがついている。しかし授業録
画との併用でのトラヒック監視については、レ
イヤー多重化を含め今後の課題として検討の必
要はあるだろう。
４．メディアの統合
4.1. AV教室の整備
キャンパス IT化の目に見える特徴として、
投影式スクリーンの撤廃があげられる。プロジ
ェクション方式によるスクリーン投影は最近の
大学では極めて一般的であるが、本質的な欠点
として ①教室を暗くする必要がある。②スク
リーンを降ろすために黒板が使えない（もしく
は大部分が隠れる）。③暗部が浮くなど階調表現
面で画質が悪い。などが存在する。本学では投
影式である限りこれらの欠点は解消されないと
考え、大型平面ディスプレイを黒板の上部に設
置することで、明るさと黒板利用、そして画質
の各課題をクリアできると見込み、赤外線マイ
ク利用の影響を受けにくく輝度の高い液晶パネ
ルの導入を決定した。スクリーンに比べると絶
対的サイズは小さいが、ワイド画面とすること
で相対的なサイズダウンは最小限にとどめるこ
とができる。
何よりも液晶ディスプレイを採用したことで、
1920×1080ドットのフルHDの画像表示が可
能となったことはメリットである。プロジェク
ター用透過デバイスではフルHD解像度の実
現はあと数年後になる見込みに対して、PDPと
液晶では65インチのフルHD仕様が既に発売
されている。このパネルの解像度を有効に生か
すために、1920×1080ドットで表示できるビデ
オカードを備えた PCを設置し、これをシンク
ライアントで動かすことで研究室で作成したデ
ータをそのまま各教室で授業利用できるワーク
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フローが描ける。これによりHDV解像度でコ
ンテンツを統合しようという試みは、入り口と
出口が完成したことになる。
4.2. 授業資産のデジタル化
教室において液晶フルHDパネルを PCで
駆動するシステムを導入したことで、サーバー
経由だけでなく DVDや CD（もちろんUSBメ
モリも含む）などで映像や音声の再生をするこ
とになった。それに伴い従来利用していたカセ
ットテープやVHSビデオ教材は、パソコンで
利用可能なデジタルメディアにコンバート（変
換）する必要が生じる。ある程度は授業におけ
る教授法自体の変革が要求されるものの、既存
メディアツールのデジタル化は、今後の大学教
育の高度化に不可欠なプロセスであると思われ
る。
レガシーメディアのデジタル化（AD変換）と
しては、①VHS→DVD、②カセットテープ→
CD、が挙げられる。さらにはパソコンに親和性
の高いメディアへの DD変換も必要である。す
なわち、①MD→CD、② DV→DVDなどがこ
れに相当する。この他に、写真や新聞切り抜き
などの印刷（紙）媒体に関しては、カラースキ
ャナを導入して画像化後にパワーポイントなど
に貼り付けるという伝統的な手法で対応してい
る。上記すべてのニーズに対応するために必要
な機材は導入済みであるが、各機器を教員各自
で活用してメディア変換処理を行うためには、
導入教育を十分に実施しなくてはならない。
また近年 DVDのフォーマットおよび記録形
式は増加する傾向にあり、これら全てに対応す
る再生装置を整備することは困難となっている
（下図参照）。そのため記録された DVDメディ
アを現在の教場AVシステムで再生可能なメ
ディア種類（DVD-ROM もしくは DVD-R）に
変換する必要も生じる。また講義資料として講
義効率を向上させるためには、各種メディアの
一部をあらかじめコピーしておくニーズも存在
する。しかしここで問題となるのはコピープロ
テクトであり、特に BSデジタル放送を記録す
るHDDから DVDにコピーする場合は画質が
落ちるにもかかわらず CPRM と呼ばれるコピ
ープロテクト付のVRモード記録が行われる
ため、大学での既存設備では再生すら不可能な
事態が発生している。いわば放送側の都合によ
るこうした「著作権保護対策」が、各種メディ
アを教育教材として活用しようとする大学の講
義にまで影響を及ぼしている現状は、教育界に
おいてもっと真剣に議論すべきテーマであると
メディア種類 バリエーション 記録モード コピープロテクト
DVD-R  DVD-R  Video，VR CPRM，CSS
 
DVD-RW  Video，VR CPRM，CSS
 
DVD-RDL  Video，VR CPRM，CSS
 
DVD＋R  DVD＋R  Video，VR CSS
 
DVD＋RW  Video，VR CSS
 
DVD＋RDL  Video，VR CSS
 
DVD-ROM  Video  CSS，ARccOS，CGMS，その他
DVD-RAM  VR  CPRM，CSS
 
DVD-Audio  CPRM
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考えざるを得ない。（注５）
4.3. ドキュメントの電子化
紙媒体の電子化は、ADFを備えた両面スキャ
ナを使えば時間的にもコスト的にも簡単に実現
できる。しかし大学における紙媒体は、教員が
作成する授業教材ばかりではない。一般的に大
学では紙による文書配布が非常に多く、これが
データの統合化を行ううえで大きな障壁となっ
ている。事務および教務の双方から、さらに各
教員からも個別に大量の紙文書が制作されるた
め、ドキュメントフォーマットの一元すらもま
まならない。こうした問題に対応するには、入
力時点で定型のフォーマットを利用させる各種
書類の標準化により今後の文書をデータベース
化するとともに、既存の文書を効率良くデータ
ベース化できる仕組みづくりが求められる。
配布された紙文書は、高速のドキュメントスキ
ャナにより、両面を瞬時に読み取り PDF化し
てサーバーに送信・蓄積させることができる。
企業におけるドキュメントの電子化は、スキャ
ニングと同時に分類番号を入力する方法が取ら
れるが、大学の教員においてはそうした分類処
理における精度を保障することが困難であると
考え、スキャニングするだけである程度自動的
な分類を行なうソフトと、検索（読み出し）時
にさまざまなキーワードでサーチ可能な高性能
サーチエンジンを組合わせた、新しいシステム
を開発中である。
4.4. HDV解像度への一元化
HDV解像度に一元化した静止画コンテンツ
を試作し、これを教室のフルHDパネル上に投
影してみたところ、SD映像とパワーポイント
およびワープロの文書を統合した内容は十分に
判別が可能であることが実証された。HDV解
像度では、これら各素材を Dot by Dotで貼り
付けることができ、JPEG圧縮工程で生じる画
質劣化を経ても判読性は維持できる。これに対
し動画は、ノンリニア編集システムのタイムラ
イン上での合成となり、圧縮の影響を大きく受
ける。そこで採用したのが、1080/30Pによるフ
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レーム（プログレッシブ）記録・再生である（下
図参照）。
撮影から編集の全ての段階にわたって1080/
30P（撮影時のシャッタースピードは60分の一
秒）で処理することにより、最終段階での
Mpeg4における画質劣化を最小限に抑えるこ
とができると考えられる。実際にはネットワー
ク転送で選択するコーデックに依存するものの、
現段階ではWMV-HD（5Mbps）で検証を行っ
た結果、映像およびスライドショーは十分に判
別可能であった（前頁下図参照）。文字データな
どの文書を貼り付けた場合には、HDV解像度
をそのまま保持できる非圧縮ファイル（もしく
は Canopus HQ AVI）を DVDにパケット保存
してローカルで利用する方法が考えられるが、
実用的とは言えない。
５．今後の課題
5.1. フルHD配信可能なコーデック
ここまでの記述で明白なように、HDV解像
度がほぼ現在におけるメディア統合としては理
想的な水準であることは明白であり、設備的に
は入口と出口で1440×1080ドットに対応してい
るのが現状である。しかし問題は、HDVのデー
タ量がネットワーク配信ベースの授業展開にマ
ッチしていないという点である。標準圧縮サイ
ズのMpeg2-TSレベルで25Mbpsという転送
速度は、ネットワーク伝送としては負荷が高す
ぎる。そのため現実的な数字として5Mbpsの
WMV-HDを暫定的に利用しているが、これは
720Pでありせっかくの高画質を生かしきれて
いない。
WMV以外に現在注目されているのが、
H.264AVCである。QuickTime7に搭載されて
注目を集めたが、HDメインプロファイル＠レ
ベル４（1080P）でも4Mbps程度にまで圧縮が
可能で、Mpeg4と比べると明白な画質の優位性
が判別できる。しかしリアルタイムに近い圧縮
ができる廉価なエンコーダがまだないため、本
学での導入はまだ行われていない。またこれと
は別に、テレビ会議システムの分野でもHD解
像度のコーデック開発が進んでおり、まだ結論
は出せない状況にある。
5.2. 大学としてのコンテンツ資産の活用
授業録画データベースと自前教科書の連携に
よる駒沢女子大学独自の授業復習・自習システ
ムは、現在においては履修学生だけに提供され
るサービスとなっており、録画データの保存も
一年に限られている。その大きな理由は、授業
録画がベタ録画となっており編集処理が全く行
われていないためである。しかしながら、すで
に一部の講座ではセメスター単位での録画をダ
イジェスト編集し、30分に要約し DVD化して
オープンキャンパスで流すなどの試みも行われ
ており、大学の貴重なコンテンツという意識も
生まれている。
今後は SD規格で収録されている授業録画コ
ンテンツを、ノンリニア編集レベルでHDVレ
イアウト内に取り込む処理を行い、付属関連資
料（パワーポイントスライド）と統合して単独
の講義コンテンツとして活用する可能性も存在
する。最終的には自前教科書の内容そのものを
映像データとして取り込むことも、HDV解像
度的には不可能ではないと考えている。実験的
に1440×1080ドット解像度に取り込んだレイア
ウトサンプルを示す。
5.3. テレビ会議およびウェブ2.0との連携
交通利便性において他大学と比べて不利であ
― ―127
る本学では、ホームページの活用を重視した広
報・情宣政策を模索するのは当然であろう。こ
こで注目されるのが、アクティブな情報配信を
実現するウェブ2.0の技術である。ウェブ2.0と
呼ばれるものは、インターネットを利用してリ
アルタイムに情報をプッシュするスタイルに、
ユーザが主体的にHPレイアウトを選択でき
る CGM（Customer Generated Media）のひと
つと定義される。ウェブ2.0の基本的スタイルに
は二種類ある。すなわち、ビデオとパワーポイ
ントを軸としたトラディショナルなスタイルと、
本学独自の「自前教科書」をベースとしたビデ
オとテキストを組み合わせ、パワーポイントや
画像など別コンテンツも組み合わせた拡張スタ
イルである。今後はHPを担当する広報部門と
連携して、ウェブ配信による e-Learningも検
討していかなくてはならない。
注１：フルHDは1920×1080ドットの解像
度であり、現時点で教育分野のパソコンがサポ
ートしている SXGA解像度（1240×1024ドッ
ト）と比べて高すぎる。またHD-SDIと呼ばれ
る非圧縮転送のデータ量は約1.5Gbpsであり、
これも通常の LAN回線速度（100Mbps）ではサ
ポートできない。
注２：SDでは640×480ドットであるが、テ
レビ信号（RF）では水平解像度350本程度にな
る。DVDの規格では最高解像度はMP＠MLレ
ベルで640×480ドット、最高解像度400本以上、
DVビデオでは720×480ドット、最高解像度500
本程度である。同じデジタル記録の DVDが
DVより解像度が少ないのは、圧縮方式が異な
るためである。ただし、色情報は DVDの方が多
いので、実際には大きな差異は見つけることが
できない。
注３：HD規格における1080/30Pが持つ、フ
ィルムとの互換性およびパソコンとの親和性の
良さは、すでに拙論で論じているのでそれを参
考にしていただきたい。（「映画技術の側面から
見た1080/24Pの必然性と将来性」駒沢女子大学
紀要、2002年9号、PP55-78）
注４：授業録画システムは当初は e-Learn-
ingのコンテンツ制作におけるソリューション
のひとつとして考案し、大学において実際に行
われている授業復習用ビデオ録画と統合したも
のである。しかし解像度面での課題が大きく、
現時点では自前教科書とリンクした授業復習シ
ステムとしか利用されていない。システムの詳
細については、以下の拙論を参照されたい。（「視
聴覚メディア統合化へのアプローチ-Uラーニ
ングコンテンツへの応用を目指して-」駒沢女子
大学紀要、2005年12号、PP63-72）
注５：過度の著作権保護潮流が健全な文化の
発展を阻害する可能性があることは、すでに多
くの論文や著作でも明らかである。特にデジタ
ル映像分野では一般的に著作権保護の制限事項
となっている個人利用における複製すらも、
CPRM の「コピーワンス」機能によって不可能
となっている事実は大きな議論を呼んでいる。
著作権保護の問題点については「日本文化の模
倣と創造－オリジナリティとは何か」（山田奨治
著、角川選書、2002年）に詳しいが、以下の拙
論も参照されたい。（「著作権保護と文化の発展
は両立するか」、駒沢女子大学紀要、2003年10
号、PP77-86）
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